
   

  
 

 

 

 
 
 
 

先端ビジネスロープログラム講演会 

 
生成 AI時代の創作物の著作権の行方 
 
 
 
2023年９月 25日（月）17：00 ～ 18：45 

 
講   師：小笠原 匡隆 代表弁護士 ・ 官澤 康平 弁護士 ・ 島内 洋人 弁護士 

（法律事務所 ZeLo ・ 外国法共同事業） 
 
ディスカッサント：田村 善之教授（東京大学大学院法学政治学研究科） 

 
講 演 概 要：  

 
 
 
 
 
 

 
 
備  考： 当日はハイブリッド形式で開催します。  

     会 場 ▶ 東京大学本郷キャンパス（会場は参加者に直接お知らせいたします） 
     オンライン ▶ Zoomミーティング（webシステム）を利用 

 
参加申込：収容人数の関係上、会場参加は東京大学の学生・教職員のみを対象とします。 

参加ご希望の⽅は、9月25 日（月）10時までに、右のQRコードもしくは 
https://forms.gle/WtwbyTySUEBCsn5JA からお申し込みください。 

 
※参加形式、場所・ZoomのURL等ご案内は、当日の午後、ご登録頂いたメールアドレスにお送り致します。 

  

【主 催】 
東京大学法学政治学研究科先端ビジネスロー国際卓越大学院プログラム 

  

 

ChatGPT、Midjourneyなどの生成 AIツールの登場により、文章、画像、音楽などの
ハイクオリティなデジタルコンテンツを誰でも瞬時に作成できる時代が到来していま
す。こうした現象は AIが新たに創造の領域に踏み込んだことを意味し、人間の創作的
活動を保護する著作権法制と生成 AIの関係については盛んな議論が生じています。 
本講演では、知的財産法を専門とする田村教授と、実務で生成 AI関連の案件を手掛

ける法律事務所 ZeLo の弁護士により、生成 AIの登場を踏まえた著作権法制の行方に
ついて検討・議論します。 

先端ビジネスロー国際卓越大学院プログラムでは、先端的なビジネス環境の変化が法律実務や法学に与える課題に
取り組んでいますが、このたび、リーガルテックや IT ツールを活用しつつ、AI、ブロックチェーン、NFTなど最先端の技術
が関わる分野に日々取り組んでいる法律事務所 ZeLo・外国法共同事業さんに、先端ビジネスローに関わる法務の
実践を語ってもらう講演会を企画することにいたしました。現場で培ったノウハウをいかに次世代の法曹に伝えていくのか
という教育スキルの開発にも関心があるということですので、この機会を利用して、先端ビジネスロー国際卓越大学院プ
ログラムはもとより、ロースクールや法学部の学生さんにもぜひ最先端のビジネスローの現場に触れていただければと思い
ます。 

https://ablp.j.u-tokyo.ac.jp/event.html   

https://forms.gle/WtwbyTySUEBCsn5JA


 

 

 【講 師 紹 介】  

 

島内 洋人 弁護士（第二東京弁護士会所属） 
 
法律事務所 ZeLo・外国法共同事業、弁護士。2017年東京大学法学部卒業、同年司法試験予備 
試験合格。2018年司法試験合格。2019年弁護士登録（第二東京弁護士会所属）。2020年 
法律事務所 ZeLo参画。多くのブロックチェーン技術を用いたビジネスのリーガルスキームの整理・構築に 
携わる。また、ストック・オプションやスタートアップ・ファイナンス分野も取り扱う。 
 
主な著書に『ルールメイキングの戦略と実務』（商事法務、2021年）、『Japan in Space - National 
Architecture, Policy, Legislation and Business in the 21st Century』（Eleven International 
Publishing、2021年）、論文に「ステーブルコイン・DeFi と CBDC」（金融・商事判例 1611号、2021年）など。 

官澤 康平 弁護士（第一東京弁護士会所属） 
 

法律事務所 ZeLo・外国法共同事業、弁護士。2011年東京大学法学部卒業、2013年東京大学法科
大学院修了、同年司法試験合格。2014年弁護士登録（第一東京弁護士会所属）、同年長島・大野・
常松法律事務所入所。2019年 8月法律事務所 ZeLo参画。仙台スタートアップ・デスク専門家。主な取
扱分野は、M&A、ルールメイキング／パブリック・アフェアーズ、ジェネラル・コーポレート、訴訟・紛争、危機管理・
コンプライアンスなど。 
 
執筆に『総会 IT化を可能とするシステム・技術への理解』（ビジネス法務 2020 年 12 月号）、『ルールメイキングの戦略と
実務』（商事法務、2021 年）、『無人化に向けた有人規制の見直しの動きと無人コンビニの普及についての提言』
（Policy makers lab Journal 第２号（2022年 11月））など。 

小笠原 匡隆 代表弁護士（第二東京弁護士会所属） 
 
法律事務所 ZeLo・外国法共同事業、代表弁護士。2009 年早稲田大学法学部三年次早期卒業、
2011 年東京大学法科大学院修了。2012 年弁護士登録（第二東京弁護士会所属）。2013年森・
濱田松本法律事務所入所。2017 年法律事務所 ZeLo を創業と共に、AI 契約審査プラットフォームなど
を開発する株式会社 LegalForce（現：株式会社 LegalOn Technologies）を創業。日本ブロックチェ
ーン協会（JBA）リーガルアドバイザー。主な取扱分野は、web3(ブロックチェーン・暗号資産・NFT など)、
FinTech、IT･知的財産権、M&A、労働法、事業再生、スタートアップ支援など。 
 
主な著書に『ルールメイキングの戦略と実務』（商事法務、2021年）、『Japan in Space – National 
Architecture, Policy, Legislation and Business in the 21st Century』（Eleven International 
Publishing、2021年）など。 

【問い合わせ先】 
東京⼤学⼤学院法学政治学研究科 
先端ビジネスロー国際卓越⼤学院プログラム事務局 
 
https://ablp.j.u-tokyo.ac.jp/event.html 
E-mail : ablp@j.u-tokyo.ac.jp 


